
「
死
の
商
人
国
家
」へ
の
道

「
死
の
商
人
国
家
」へ
の
道

進
む
な

進
む
な

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の

大
軍
拡

大
軍
拡

兵
器
の
輸
出
が

兵
器
の
輸
出
が

　
　
　
　
　

拡
大
さ
れ
る

　
　
　
　
　

拡
大
さ
れ
る

　オーストラリア政府は８月５日、同国

海軍が導入を計画する次期戦闘艦につい

て、日本が提案した最新鋭の「もがみ」

型護衛艦（ＦＦＭ）を改良した新型ＦＦ

Ｍを導入すると発表しました。殺傷能力

を持つ戦艦を日本がオーストラリアへ輸

出することになります。平和や青年の暮

らしにどのような影響を与えるのか、考

えます。 （青年は仮名、齊藤崇記者）

平和主義を投げ捨てる暴挙

殺傷能力のある護衛艦輸出
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２
０
２
４
年
２
月
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
政
府
は
次
期
戦
闘
艦

11
隻せ

き

を
調
達
す
る
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。
輸
入
先
候
補
と
し

て
、
日
本
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
、

ス
ペ
イ
ン
の
戦
艦
が
挙
が
っ
て

い
た
中
で
、
25
年
８
月
、
日
本

の
「
も
が
み
」
型
護
衛
艦
が
選

定
さ
れ
た
旨
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
の
３
隻
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
外
で
、
残
り
の
８
隻

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
建

造
す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま

　

日
本
か
ら
の
武
器
の
輸
出

は
、
本
来
憲
法
の
平
和
主
義
に

基
づ
き
全
面
禁
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
政
府
も
１
９
６
７
年

に
、「
武
器
輸
出
三
原
則
」
と

い
う
政
策
を
定
め
、
76
年
に
も　

武
器
輸
出
の
お
お
も
と
に

は
、
政
府
が
ア
メ
リ
カ
い
い
な

り
で
戦
争
国
家
づ
く
り
に
突
き

進
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
日
本
政
府
は
２
０
２
２

年
、「
す
べ
て
の
同
盟
国
は
軍

事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
」
と

い
う
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
応

じ
、
27
年
度
ま
で
の
わ
ず
か
５

年
で
軍
事
費
を
一
気
に
２
倍
の

11
兆
円
に
す
る
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。
25
年
度
予
算
で
は
、

す
で
に
４
・
２
兆
円
で
あ
る
文

教
関
係
予
算
の
２
倍
超
と
な
る

８
・
７
兆
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
コ
ル
ビ
ー
米
国
務

次
官
は
今
年
３
月
、「
日
本
は

で
き
る
だ
け
早
く
、
防
衛
費
を

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
％
に
す
べ
き
だ
」

と
発
言
。
そ
れ
に
続
き
、
６
月

に
は
「
３
・
５
％
」
を
要
求
し

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
24

年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
基
準
に
し
た

場
合
、
３
・
５
％
の
軍
事
費
と

は
約
21
兆
円
に
ま
で
膨ふ

く

ら
み
ま

す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
武
器
輸
出
に
つ

い
て
も
日
本
に
圧
力
を
か
け
て

い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
現

在
ロ
シ
ア
と
戦
争
中
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
武
器
供
与
が
ア
メ
リ

カ
の
力
だ
け
で
は
需じ

ゆ

要よ
う

に
応
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
企
業

と
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
協
力
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
兵
器
を
共
同

生
産
す
る
こ
と
を
持
ち
か
け
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

1.武器輸出三原則（1967.4.21)

　武器輸出三原則とは、次の三つの場合には武器輸出を認めないという政策をいう。

（1）共産圏諸国向けの場合

（2）国連決議により武器等の輸出が禁止されている国向けの場合

（3）国際紛争の当事国又はそのおそれのある国向けの場合

[佐藤総理（当時）が衆院決算委（1967.4.21)における答弁で表明]

2.武器輸出に関する政府統一見解(1976.2.27)

　「武器」の輸出については、平和国家としての我が国の立場から、それによって国際紛争

等を助長することを回避するため、政府としては、従来から慎重に対処しており、今後と

も、次の方針により処理するものとし、その輸出を促進することはしない。

（1）三原則対象地域については「武器」の輸出を認めない。

（2）三原則対象地域以外の地域については、憲法及び外国為替及び外国貿易管理法の精神

にのっとり、「武器」の輸出を慎むものとする。

（3）武器製造関連設備の輸出については、「武器」に準じて取り扱うものとする。

[三木総理（当時）が衆院予算委（1976.2.27)における答弁において「武器輸出に関する政

府統一見解」として表明]

（注）わが国の武器輸出政策として引用する場合、通常、「武器輸出三原則」（上記1.)と

「武器輸出に関する政府統一見解」（上記2.)を総称して「武器輸出三原則等」と呼ぶことが

多い。
外務省ホームページより作成

武器輸出三原則等 す
。
実
現
を
許
せ
ば
、
日
本
は

初
め
て
殺
傷
能
力
を
持
つ
護
衛

艦
を
輸
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
政
府
は
26
年
初
め
に
最
終

契
約
を
結
び
、
29
年
に
最
初
の

艦
を
日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
引
き
渡
す
予
定
で
あ
る
と

説
明
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
現

在
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と

共
同
開
発
し
て
い
る
次
期
戦
闘

機
に
続
き
、
大
型
攻
撃
兵
器
の

輸
出
を
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
危

険
な
動
き
で
す
。

　

政
府
は
「
戦
艦
」
や
「
空

母
」
と
い
っ
た
表
現
を
使
わ
ず

「
護
衛
艦
」
と
い
う
呼
称
を
用

い
て
い
ま
す
が
、
武
器
で
あ
る

「
武
器
輸
出
に
関
す
る
政
府
統

一
見
解
」
を
発
表
し
、「『
武

器
』
の
輸
出
に
つ
い
て
は
…
そ

の
輸
出
を
促
進
す
る
こ
と
は
し

な
い
」
と
定
め
て
い
ま
し
た
。

　

武
器
輸
出
三
原
則
は
、
日
米

安
保
の
要
請
か
ら
80
年
代
か
ら

徐
々
に
例
外
の
抜
け
穴
が
つ
く

ら
れ
な
が
ら
も
維
持
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
１
４
年
、
当

時
の
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

政
権
が
撤
廃
。

従
来
の
方
針
を
１
８
０
度

覆く
つ
が
えし

、
武
器
輸
出
を
可
能
に

す
る
「
防
衛
装
備
移
転
三
原

則
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の

後
岸
田
文ふ

み

雄お

政
権
が
さ
ら
に
そ

の
運
用
指
針
を
緩か

ん

和わ

し
て
、
次

期
戦
闘
機
の
共
同
開
発
を
可
能

に
し
ま
し
た
。「
防
衛
装
備
移

転
三
原
則
」
の
下
で
も
殺
傷
能

力
が
あ
る
武
器
の
輸
出
は
行
わ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
政

府
は
安
全
保
障
面
で
協
力
関
係

に
あ
る
国
と
の
「
共
同
開
発
・

生
産
」
は
認
め
ら
れ
る
と
し
、

な
し
崩く

ず

し
的
に
武
器
輸
出
が
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

武
器
輸
出
は
侵
略
戦
争
の
反

省
に
立
っ
て
つ
く
ら
れ
た
日
本

国
憲
法
の
平
和
国
家
の
理
念
を

根
底
か
ら
投
げ
捨
て
る
暴ぼ

う

挙き
よ

で

す
。
ア
メ
リ
カ
に
加
担
し
て
軍

事
的
対
応
を
進
め
る
こ
と
は
国

際
紛
争
を
助
長
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、「
死
の
商
人
国
家
」

へ
の
道
を
突
き
進
む
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
は
こ
れ

ま
で
、
米
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
や

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
侵
略
戦

争
に
部
隊
を
派
遣
し
、
と
も
に

戦
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
が
輸

出
し
た
護
衛
艦
が
、
こ
う
し
た

戦
争
で
使
わ
れ
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
日
本

は
、
中
国
と
対た

い

峙じ

す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
ア
メ
リ
カ
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
安
全
保
障
戦

略
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
と

も
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
は
日
米
豪
共
同
訓

練
「
コ
ー
プ
・
ノ
ー
ス
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。


